
 

 

 

 

 

 

 

  結晶方位の極点図作成 

  立方晶の結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞と極点図 
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概要 

立方晶の結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞としてＣｕｂｅ、Ｃｏｐｐｅｒ、Ｂｒａｓｓ、Ｇｏｓｓ，Ｓなど

方位がある。｛ｈｋｌ｝はＮＤ方向で｛ｈｋｌ｝極点図の中心に極があり、＜ｕｖｗ＞はＲＤ方向で 

｛ｕｖｗ｝極点図の真上（Ｎｏｕｔｈ）に極があります。 

例えば、Ｃｏｐｐｅｒ｛１１２｝＜－１－１１＞では以下の極点図が LaboTexで計算描画できる。 

      RDに極     NDに極 

  

 

 

ＴｒｉｃｌｉｎｉｃからＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 １つの極点図では、各極の密度が同一であるが、１／４平均では異なります。 

 

 

では、任意の方位の極点図の作成方法ツールＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアの 

説明をします。 

機能 

 単結晶の方位解析 

 リガク［Ｘ線解析ハンドブック］の標準ステレオ投影図と同一表示を目指す 

 入力は 

  極点図 

  ラウエカメラ測定結果の手入力 

 出力 

  ｛ｈｋｌ＞ｕｖｗ＞の決定 

  任意の極点図描画 

  

 以下に｛２３５｝＜－１－１１＞方位の｛２３５｝，｛１１１｝極点図作成を行う 

 



ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエア 

  

入力する場合、Ｘ軸はＳｏｕｔｈ方向、ＲＤはＸ軸から１８０度（Ｎｏｕｔｈ）位置、真上に位置する 

 

  ＮＤ＝｛２３５｝ 

  ＲＤ＝｛－１－１１＞を入力 

 



 結晶方位ｍａｔｒｉｘが計算される 

  

｛１１１｝極点図作成 

 ｛１１１｝を選択し、Ｓｅｔを行い、CalcPoleFigure 

  

 RD方向が認められる 

 



｛２３５｝極点図作成 

  2,3,5を入力し、Set->CalcPoleFigure 

 

ND方向が認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｒｉｃｌｉｎｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 ｔｏＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃを選択し変更 

 

 

 

 

 

 



比較 

 

 RD方向 

  

 ND方向 

  

 １／４対称操作で、１つの極点図でも密度が異なります。  


